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総務建設常任委員会協議会会議録 

１ 開会日  平成２３年１月２６日   午後 １時３０分 開会 

              午後 ４時０６分 閉会 

２ 場 所 議員控室 

３ 出席委員 高橋英俊委員長  山口陽一委員   清水弘子議員  

百瀬恵美子委員  坂田よう子委員  山田喜一議長 

 

４ 傍聴議員  鈴木京子議員   奥津勝子議員  浅輪いつ子議員 

  

５ 説明員 町長 中﨑久雄  副町長 吉川重雄  

 相田政策課長  森田主幹  青木副主幹 

鈴木総務課長  原室長  早崎副主幹 

佐野主幹  宮﨑主査 二梃木建設課長 笹山技幹  

露木主査  岩本財政課長 宮代副主幹 

仲手川環境経済課長 飯田主幹  藤本主査 

 

６ 職務のため

出席した職員 

 局長 飯田 隆 

 書記 岩田隆吉 

７ 協議等の事項 

  （１）大磯町第四次総合計画中期基本計画案の見直し内容について 

  （２）大磯町地域防災計画の平成 22 年度修正素案について 

  （３）大磯町駐車場使用料条例の改正について 

  （４）（仮称）清潔なおおいそまち条例素案について 

  （５）その他 

  

８ その他 
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（１） 大磯町第四次総合計画中期基本計画案の見直し内容について 

    中﨑町長の選挙公約を計画に反映させるために修正した箇所について説明があっ

た。 

   ◎主な質疑 

    問．修正したところの裏付け予算は。 

    答．公約を踏まえた見直し箇所については、対話が主であり、大きな予算が必要

となるものとは考えていない。また、中期基本計画は５年間の計画であるた

め、必要となる予算は、予算編成や実施計画への位置づけ過程で審議される

ものと認識している。 

    問．県の計画との整合性は。 

    答．上位計画として整合性を取っている。 

    問．重点プロジェクトの中で町民参加型の町民検討チームを立ち上げていくのか。 

    答．施策事業によっては、個別の事業を対象に町民の意見を聞きながら検討を進

めていくものもあると想定している。 

 

（２） 大磯町地域防災計画の平成 22 年度修正素案について 

    大磯町地域防災計画の平成 22 年度修正素案の概要の説明があった。 

◎主な質疑 

    問．町内会ごとに防災の話し合いはしたのか。 

    答．今後行っていきたい。 

    問．改定はいつか。 

    答．平成 23 年３月末をめどとしている。 

    問．パブリックコメント後に議会へ説明をしてもらいたいが。 

    答．説明する。 

    問．パブリックコメント以外の町民意見の聴取は。 

    答．区長や自主防災の代表の方を対象に説明会を開催する。 

 

（３） 大磯町駐車場使用料条例の改正について 

大磯町駐車場使用料条例について現在の検討状況の報告があった。 

◎主な質疑 

    問．何時の議会に提案されるのか。 

    答．未定であるが、５月末までは人的配置による現行の方法で行う。 

 

（４） （仮称）清潔なおおいそまち条例素案について 

    （仮称）清潔なおおいそまち条例素案の概要の説明があった。 

   ◎主な質疑 

    問．これだけ網羅した条例を持っているところはあるのか。 

    答．平塚市、藤沢市、寒川町が同じような条例を制定している。 

    問．条例に対する町民の感触は。 



3 
 

    答．骨子案では賛成の意見が多かった。区長さんへの説明でも否定的な意見はな

かった。 

    問．罰則のある条例の運用は大丈夫か。 

    答．平塚市など既に制定し運用を行っているところを参考にしていく。 

    問．罰則を入れる理由は。 

    答．禁止行為を抑制し、条例の実効性の担保のためである。 

 

（５） その他 

   ア 町道路線認定等の基準要領等について 

      道路認定予定箇所等の説明があった。 

   ◎主な質疑等 

    問．これからは幅員が４ｍに満たない道路も認定条件の「町の事業において町が

用地買収し築造しようとする道路」として、認定を進めていくのか。 

    答．狭あい道路整備事業を活用して整備をしていきたい。 

    問．国府新宿 48 号線の整備費用はどのぐらいか。 

    答．関係地権者と狭あいの協議を進めており、全体的な費用はだしていないが、

平成 23 年度は 2,000 万円ほどを予定している。また、認定することにより税

制上の優遇措置を受けることができる。 

    問．農地は土地利用が増すのだから寄附をしてもらう。道路計画にそって整備し

ていくならいいが、場当たり的な感じがする。整備の優先順位があるのでは。 

    答．国府新宿 48 号線は子育て総合支援センターからの通りぬけできる道路である

ため、整備要望を受けるとともに周辺の排水管が埋設されているため、今後

狭あい協議を進め、整備を行いたい道路である。 

    意．町道認定は 1本ずつ提案をしてもらいたい。 

   イ 職員の職務に専念する義務の免除項目の見直しについて 

     地方公務員法の規定との整合を図るため、関連する条例を改正するとの説明が

あった。 

   ◎主な質疑 

問．廃止する項目の職員団体は大磯町にあるのか。 

    答．現在も無いし、過去においても無い。 


